
【被害者等による少年審判傍聴の運用イメージ】
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審判開始決定

調　　　　　　査

捜査機関との連携

受　　　　　　理 ○法的調査（生命重大危険の存否の
確認，被害者等に関する情報収集等）
○被害者等への制度案内（リーフレット
送付等）
　→できるだけ早期の申出を促す。
○裁量国選付添人の要否検討

傍聴の申出

申出人・検察官・弁護士付
添人に不許可の通知

被害者調査

少年調査

傍聴不許可

申出人・検察官・弁護士付添
人に傍聴許可及び審判期日
の通知

当日に向けた準備

審判期日当日

規 則 化 事 項 運 用 事 項

国選付添人の選任（弁護士
付添人がない場合）

付添人不要の意思の明示
（少年・保護者）

・申出の際に明らかにすべき
事項
・弁護士による代理を認める

家　裁　送　致

傍聴の許可

事　件　発　生

付添人からの意見聴取

○傍聴許否の判断のための情報収集
（法的調査，少年・保護者調査，被害者
調査）
○国選付添人の選任・意見聴取の手続
　家裁から法テラスに付添人選任依頼
　→法テラスの指名通知，国選付添人
　　選任決定
　→付添人による記録検討，少年との
　　面会
　→付添人から傍聴に関する意見聴取
　　※私選付添人の選任照会はしない。
○審判期日間近に申出がされた場合，
　傍聴を許可できないことがある。

保護者調査

○傍聴する被害者等への事前説明（少
年審判の目的，手続の流れ，留意事項）
○少年のプライバシーに深く立ち入って
話を聞く必要がある場合などには，規則
３１条１項に基づき，被害者等を一時的
に退室させることができる。


	Sheet1

